
いくつになっても健康で生き生きとした日々を送る

ために、生きがいや心の張りを持ち続けたいものです。

老人福祉センターでは、お年寄りがさまざ まなクラ

ブで楽しく元気に活動しています。

今回は、下表の各地区のセンターでクラブ会員を募

集します。

皆さんの参加をお待ちしています。

固高齢者福祉課S366-7346

ク ラ
会場…矢切＝矢切老人福祉センター 、稔台＝稔台市民センター、六実高柳＝六

実高柳老人福祉センター、野菊野＝野菊野敬老ホーム、常盤平＝常盤平老人福

祉センター

対象…市内在住の60 歳以上の人

費用…無料( クラブによっては材料費が必要です)

お 貝 い 合 わ せ と 申 し 込 み 先

矢切‥･電話で矢切老人福祉センター≫368 一1508 へ

=稔台…電話で小原≪364 ―5758 へ

六実高柳…電話で六実高柳老人福祉センターS386-3478 へ

野菊野…電話で力[]菠≫36 ∠1-0123 へ

常盤平･‥電話で常盤平老人福祉センター≪386 ―0201 へ

※いずれも先着順で、月曜日を除きます。

会場 クラブ名 活動日 時　間 募集人数

矢切

書道（1） 第1・3木曜日 午前10時～正午 5人

書道（2） 第1・3火曜日 午前10時～正午 8人

新舞踊 第214 火曜日 午前10時～午後3時 10人

詩吟
第2・4水曜日 午前10時～正午

若干名
第1・3水曜日 午後1時～3時

フォークダンス 第1～4水曜日 午後1時～3時 20人

ハワイアンダンス 第2・4金曜日 午後1時～3時 若干名

社交ダンス 第1～3土曜日 午前10時～正午 若干名

民謡 第1～4金曜日 午前10時～正午 若干名

コーラス 第1～3水曜日 午前10時～正午 若干名

俳句 第2・4水曜日 午後1時～3時 若干名

華道 第2・4金曜日 午後2時～3時 若干名

陶芸 第4を除＜毎週土曜日 午前10時～正午 若干名

そろばん 第1～3木曜日 午後1時～3時 6人

稔台 茶道 第1～3水曜日 午後1時～4時 若干名

人口と世帯

人口　468,537 人 ［+  200 ］

男236,086 人 ［＋　54 ］

女232,451 人 ［+  146 ］

世帯　186,658 世帯［十　97 ］

※平成12年国勢調査の確定値を基準とし

て集計した常住人口です。

市営有料駐輪場定期使用者を随

時募集します　　　　　　　 ②

竹紙溘きボランティアを募集③

新しい情報公開制度がスタート④

テクノ21講座案内　　　　　 ⑤

情報チャンネル　　　　　 ⑥⑦

３
月
は
市
役
所
駐
車
場
は
大
変
混
雑
し
ま
す
。
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で
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い
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ま
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圜
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理
係
容
3
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6
・
7
3
1
6

畑中武雄さん

(樋野口在住)

矢切老人福祉センターの社交ダンスクラブに

参力[]しています。

月3回の練習で足腰が丈夫になり、また、家を

出る時に身だしなみを整えたりと 、気持ちの面

でも若返りました。

クラブを通して知り合いがたくさん増え 、い

ろいろなｲ中国と会話するのも楽し みの一つにな

っています。

皆さんも一緒に参加しませんか。

会場 クラブ名 活動日 時　間 募集人数

六実高

柳

生け花 第2・4木曜日 午後1時～3時 若干名

茶道 第卜3 火曜日 午後1時～八時30 分 若干名

パンフラワー 第2 ぺ火曜日 午前10灣～正午 若干名

詩吟 第卜3 金曜日 午後1時30 分～3時30 分 若干名

野菊野

華道 第卜3 ・4火曜日 午前10時～正午 若干名

詩吟 第1・3木曜日 午前10時～正午 若千名

手芸 第2・4土曜日 午前10時～正午 若干名

書道 第1・2 ぺ火曜日 午前10時～正午 若干名

常盤平

詩吟 第卜y5 木曜日 午前10時～正午 10人

俳句 第4日曜日 正午～午後3時 5人

歌唱（カラオケ） 第5を除く毎週木曜日 午後IE持～3時 10人

あじさい会（カラオケ）第5を除く毎週金曜日 午前10時～正午 5人

※上記以外にも、小金原老人福祉センター( 登344-8270) 、東部老人福祉セ

ンター(a392 ―3701) でもクラブ活動を行っています( 今回の募集はあり

ません)。
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生きがいと健康と仲間を

見つけるために

しま せんか
矢切老人福祉センター社

交ダンスクラブの皆さん

済
み
で
す
か
？

申
告
期
限
は

３
月
１
５
日
(
金
)
ま
で

主な内容

市
役
所
へ
は
電
車
・
バ
ス
で

老人福祉センタークラブ活動会員を募集

私もクラブに参加しています



有料駐輪場の空き台数（平成14 年2月８日現在）

駐輪場名 車種 空き台数

松戸駅東口高架下
自転車 64

原付 45

松戸駅西口公園下 自転車 660

松戸駅西口高架下
自転車 猖5

原付 ９

松戸駅西口第2　　　　　 ★ 自転車 52

北松戸駅東口第1
自転車 ﾜ4

原ｲ寸 61

北松戸駅東口第2 自転車 108

北松戸駅西口
自転車 555

原ｲ寸 80

北松戸駅西口地下 自転車 452

馬橋駅東口高架下 自転車 89

馬襦駅東口高架下　　　　★
自転車 1,044

原付 ﾜ∠L

馬橋駅西口　　　　　　　★ 原付 12

馬橋駅西口高架下
自転車 13ﾜ

原付 19

新松戸駅東口第1　　　　 ★ 原付 ８

新松戸駅西口第1　　　　 ★ 原付 42

新松戸駅西口第3　　　　 ★ 自転車 20

新松戸駅西口第4　　　　 ★ 自転車 10

新松戸駅西口第6　　　　 ★
自転車 ∠199

原付 ∠tﾜ

新松戸駅西口高架下第1 自転車 纐3

新松戸駅西口高架下第2　 ★
自転車 4ﾜ0

原付 38

※★は屋根のない駐輪場です。

駐輪場名 車種 空き台数

新松戸駅西口高架下第3　 ★ 自転車 382

北小金駅南口第1　　　　 ★ 自転車 12ﾜ

北小金駅南口第2　　　　 ★ 自転車 65

北小金駅南口第3　　　　 ★ 自転車 83

北小金駅北口第1 自転車 １

北小金駅北口高架下 原付 ８

八柱駅南口第2　　　　　 ★ 自転車 248

八柱駅北口第2　　　　　 ★ 原ｲ寸 23

八柱駅北口第3　　　　　 ★
自転車 28ﾜ

原ｲ寸 田

常盤平駅南口第1 自転車 23

常盤平しようぶ公園
自転車 1ﾜ2

原ｲ寸 42

常盤平駅北口第1
自転車 126

原ｲ寸 祠

常盤平駅北口第2
自転車 畑

原ｲ寸 2ﾜ

常盤平駅北口第3 自転車 129

五香駅東口第2
自転車 22

原ｲ寸 13

五香駅東口第2　　　　　 ★ 自転車 1ﾜ4

五香駅東口第4　　　　　 ★ 自転車 63

五香駅西口第2 自転車 240

六実駅第2 原ｲ寸 16

六剣駅第2　　　　　　　 ★ 自転車 135

|矢切駅第3　　　　　　　 ★ 自転車 119

市立松戸高校への転入学試験

市立松戸高等学校では、転入生を受け入れるた

めの試験を行います。

試験日…3月22 日肺

対象…普通科新2 ・3年生、国際人文科新3年生

募集人数…吝若干名

応募資格…保護者の転勤等に伴う転居により、在

籍校に通学できない生徒など

募集期間…3 月13 日冰卜19 日(火)

※詳細はお問い合わせください。

圃市立松戸高等学校R385 ―3201

生育を見ながら、収穫体験。新鮮な

えだまめをご家族で［床わってみません

か？

期間種まき（4月下旬）から収穫（7

月中旬）　地区幸田 、新松戸 、大橋 、

馬桷 、旭町　区画1 うね約15 な　予想

収穫量10kg 程度（葉つき）　費用1 区

画3,000 円

圃３月22 日窗 までに 、ハガキに区画

数・希望地 区・住所 ・氏名 （フリガ

ナ）・電話番号を記入してお送りくだ

さい。案内書を送付します。

圖〒271-8588 松戸市根本38ﾜ の5松

戸市役所内　松戸市都市農業振興協議

会えだまめ係S366-ﾜ328
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3

市立松戸高校LL教室での授業風景

農業者の指導による 市民参力[]型の

農業体験農園｢ 大泉　風のがっこう｣

(東京都練馬区) を見学します。

日時…３月23 日出 午前8 時市役所前出

発、午後5 時帰着予定

内容…家庭菜園の講習と懇談

定員…先着50人

費用…1,000円

圃3月15 日廊ま

でに、電話で都

市農業と市民の

会・香取≪343

－2｢ｱ56へ

3 月６日冰)から有料駐輪場の[ 空き] の有無を問わず、

定期使用者を募集します。

下記の要領でお申し込みください。

なお、｢空き｣ のない駐輪場を申し込まれる人は待機者

になります。

現在の空き状況については、左表のとおりです。

【申し込み要領】

Ｊ定期使用できる車種

防犯登録を受けている自転車と原付(50cc 以下）

､･申し込み書の配布場所

駐輪場管理棟

Ｊ受け付け場所

指定駐輪場管理棟（券売機力咫殳置してある管理棟）

Ｊ受け付け時間

午前「ｱ時～午後7時30 分

Ｊ結果通知

約2週間後に結果を通知します。

※利用などの詳細については 、安全課または駐輪場管理員ま

でお問い合わせください。

圖安全課s366 ―ﾜ∠139
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停留所…新京成五香駅西口・六高台病院・六実駅入口 一白井聖地公園（終

点）

乗車運賃･･･（片道）大人600 円・子ども300 円

※全区間同一料金

運行時間…時刻表のとおり、１日に3本運行（片道約40 分）

※座席数が限られていますので、座れない場合があります。

※乗車人員に達しますと、乗車をお断りする場合があります。

※バスの運行に伴い白井聖地公園外周道路の一部が駐車禁止となりますの

で、ご協力をお願いします。

時間
白井聖地公園行き

時間
五香駅行き
白井聖地公園発五香駅西口 六高台病院 六実駅入口

8時
※00

30

※05

35

※m

40
8時

9時 9時 ※30

10時 50 55 10時 10

11時 00 11時

12時 12時 30

13時 10 巧 20 旧時

纐時 纐日寺 50

如才、3月21日冊のみ増便運行します。

固公園緑地課白井聖地公園係,o366 ―ﾜ380
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い

か
ら
で
す

。

も
し
、

細
菌
性
バ
イ
オ
フ
ィ

ル
ム
を

Ｉ
〇
〇
％

破
壊
し
た
後

で
虫
歯

の
原
因

と
な
る
細
菌
を

除
菌
し
、
そ

の
後
、
細
菌
の
定

着
を
防
止
す

れ
ば
虫
歯
の
発
生

は
防

げ
る
は
ず
で
す
。
こ
の
よ

う
な
発
想

で
、
３
Ｄ

Ｓ
法
が
開

発
さ
れ
ま
し
た

。

３
Ｄ
Ｓ

と

は
、
「
Ｄ

Ｅ

Ｎ
Ｔ

Ａ
Ｌ
　

Ｄ
Ｒ
Ｕ
Ｇ
　

Ｄ
Ｅ
Ｌ
Ｉ

Ｖ
Ｅ

Ｒ

Ｙ
　

Ｓ
Ｙ

Ｓ
Ｔ

Ｅ
Ｍ

」

の
略
で
、
ま

ず
、
歯
面

を
尽

つ

バ
イ

オ
フ
ィ
ル

ム
を
歯
科
医
院

で
物
理
的

（
Ｐ

Ｍ
Ｔ
Ｃ
／
歯
科

医
師
ま

た
は
歯
科

衛
生
士
に

よ

る

口

腔

内

の

機

械

的

清

掃

）
、

ま
た
化
学
的
（
抗
菌
剤
の
使
用
）

に

い
っ
た
ん
除
去

し
、
そ

の
後

ミ
ュ

ー
タ
ン
ス
レ
ン
サ
球
菌

の

歯
面
へ

の
付

着
を
一
定
期
間
妨

げ

る
処

置

を

家

庭

で

行

い
ま

す

。
こ

の
際

に
歯
科
医
院
で
作

成
し
た

カ
ス
タ
ム

メ
イ

ド
の
マ

ウ
ス
ピ

ー
ス

（
ト
レ
士

を

使

用
し
ま
す
。

あ
て
は
ま

る
の
は
、
①

う
触

（
虫
歯

）
リ

ス

ク
の

高

い
患

者

さ
ん

（
だ
液
検
査

の
結

果
）
②

う
触

の
再
発

に
悩
ま
さ
れ
て

き

た
患
者

さ
ん

（
毎

年
新
た
に
虫

歯
治
療

が
必
要
と

な
る
）
③

修

復
治
療
を

た
く
さ
ん
受
け
て

い

て
、
清

掃
が
困

難
で
あ
り
、
二

次
う
触

の
危

険
性

が
高

い
症

例

な
ど
で
す
。

ま
た

、
以

上
に
当
て
は
ま

ら

な
く
て

も
、
ま
だ
虫
歯

の
な

い

乳
歯
列

の
こ

ろ
か
ら
定
期
的

に

続
け
て

い
れ
ば
、
ほ

ぼ
虫
歯

を

予
防
す

る
こ

と
が
可
能
に

な
り

ま
す
。
た
だ
し

、
健
康
保
険

の
適

用

に
は
な
り

ま
せ
ん
の
で
、
歯
科

医
院
で

ご
相

談
く

だ
さ
い
。

（
松

戸
歯
科

医
師
会

）

そ
の
九
十
四
　
３
Ｄ
Ｓ
法
を
ご
存
じ
で
す
か
？

土
に
ふ
れ
て
み
ま
せ
ん
か
？

えだまめ農園オーナー募集 農業体験農園を見学しませんか

平
成
1
4
年
度
版
「
家
庭
ご
み
の
分
け
方
出
し
方
」
を
配
布

健
康
で
明
る
い
未
来
の
た
め
に

歯
丈
夫
、
胃
丈
夫
、
大
丈
夫

歯
を
大
切
に

運行日…3月21 日例・23 日出・24 日日

運行区間…新京成五香駅西口～白井聖地公園

白井聖地公園行き臨時パスを試行運行します

平
成
1
4年
度
市
営
有
料
駐
輪
場
の



齋藤邸に完成した竹紙工房

竹紙づくりは中国で盛

んですが、日本では松戸

市にもゆかりのある作家

の水上勉氏が、∠LO年ほど

前から竹で紙を漉き 、竹

紙を愛用しています。

市では 、平成10 年に

寄付を受けた紙敷にある

糜藤邸の広大な竹林を利

用し 、竹にかかかるさま

ざまな文化活動を展開し

ます。このため 、謝藤邸

内の蔵を改築した竹紙工

生
後
九
十

一
日
以

上
の
飼

い
犬

は
、
生
涯

一
回
の
登
録

と
毎
年
一

回

の
狂
犬

病
予
防

注
射
が
必
要
で

す

。予
防

抂
射
の
接
種

は
、
下

表
の

予
防
注

射
会
場

で
行
う

か
、
最
寄

り

の
動

物
病
院
で
行

っ
て
く
だ
さ

い
。
守
予
防

抂
射
は
ど
こ
の
会

場
で
も

受
け

ら
れ
ま
す

。

歹
実
施
日

・
延
期
日

と
も
午
前
中

に
雨
天

で
中
止
し

た
場
合
は
、

午
後

も
中

止
（
実
施
日

が
途
中

で
中
止

と
な
っ
た
場

合
は
、
中

止
と

な
っ
た
会

場
の
み
延
期
日

に
実

施
）
し

ま
す
。

ｙ

雨
天

中
止

は
、
各
会

場
開
始
時

間
二

十
分

前
に
決
定
し

ま
す
。

房が平成1∠L年1 月に完成。竹から紙をつくる試みを始めています。竹紙は 、

竹を切る 、煮る 、叩＜、洗うという長い工程を経て漉くことができます。

今後は 、出来上がった竹紙を使って 、画や書を書＜試みも行ってい＜予定

です。それに向け 、竹から紙を作る作業をし てくれる人を募集します。期間

の最後には小中学生を対象にした竹紙漉き体験会を行います。

期間…3 月からﾜ 月までの月に∠1日程度（指定日 、平日の疂胄）

募集人員…5 人（定員を超えた場合は抽選となります）

▼
実

施
日
が
雨
天
中
止

の
場
合
、

延

期
日
に
行

い
ま
す

が
、
両
日

中

止
に
な

っ
た
場
合
、
以
後
実

施
し

ま
せ
ん
。

▼
飼
い
主

が
押
さ
え
る
こ
と

の
で

き
な

い
犬
は
、
予
防
注
射
を
受

け
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
ひ

ま
す
。

▼
予
防
注
射
は
健
康
な
犬
で

な
け

れ
ば
受

け
ら
れ
ま
せ

ん
。
発

情

中
、
妊

娠
の
疑

い
の
あ

る
犬
、

現

在
通
院
中
の
犬
、
慢
性
疾
患

等
で
健
康
に
不

安
の
あ

る
犬
、

人
を
か
ん
だ
こ
と
の
あ
る
犬
（
狂

犬
病

鑑
定

が
済
ん
で

い
な

い
場

合

は
松

戸
保
健
所
に

ご
相
談
く

だ
さ

い
）
、
一
ヵ
月
以
内

に
他

の

予
防
注
射
を
受
け
た
犬
は

、
事

前
に
Ｅ
愁
Ｗ
り
の
動
物
病

院
に

ご

相

談
く

だ
さ

い
。

▼
会

場
で
の
ふ
ん
は
、
飼

い
主

が

責
任
を
も

っ
て
処
理
し
て
く
だ

さ
い
。

▼
市

の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ

（
ア
ド
レ

ス
は
表

紙
右
上
参
照
）
で
会
場

の
周
辺
地
図
を
検
索
で
き
ま
す
。

作業内容…竹を切る・煮る・叩く・漉き枠を作る・紙を

漉＜等

作業場所…扇藤邸竹紙工房内( 紙敷)

※賃金・交通費等の支給はありません。

圃3月12日(火)までに、電話で社会教育課≫366 ―7462 へ

講
演
会
「
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ
オ
レ

ン
ス
｛
Ｄ
Ｖ
｝
と
児
童
虐
待
の
つ
な
が
り
」

ど
も
に
対
す

る
暴
力

」
に
つ

い
て
、
「
ぜ
ひ

パ
ー
ト
Ｈ
を
」

と
の
声
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
し
た

。

そ
こ
で
、
実
行
委

員
会

で
は
、
第
二
弾
と
し
て
今

回
の

講
演
会
を
企
画
し
ま
し
た

。

皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す

。

３
月
2
3日
出

午
後
１
時
3
0分
～
３
時
3
0分

会
場
女

性

セ
ン

タ
ー
ゆ
う
ま

つ
ど
　

講
師
内

藤
和
美
氏

（
群
馬

パ
ー

ス
看
護
短
期
大

学
教
授

）
　
内

容
「
そ
も
そ
も
Ｄ
Ｖ

と
い

う
女

性
へ

の
暴

力
と
児
童

虐
待

は
な

ぜ
起
こ

る
の
か
？
」

Ｄ
Ｖ

・
児
童
虐
待

の
根
底
に
あ
る
も
の
を
探
り
ま
す
　

定

員
当
日
先
着
七
十
五
人
　

費
用
五
百
円
（
資
料
代
を
含

む
）

※
保
育
あ
り

（
要
予

約
、
原
則

一
歳
十
ヵ
月

以
占

固
電
話
で

丱
つ
ま

つ
ど
フ
ェ
ス

タ
ニ

○
○

一
実
行

奮

貝
会

（
女
性
セ

ン
タ
ー
内
）

登
3
6
4・
8
7
7
8

21 世紀 の森と広場パークセンター催し物
行　事　名 日　時 講　師 対象／定員 費　用

みどりの講習会「ハー
プのある庭づくリ」

3/17(日許後気持
30分～3時

ハープ研究家 一桐原春
子氏

先着80人 無料

園芸教室「春一番の寄
せ植えにチャレンジし
ましよう」

3/23 出午後 佃寺
30分～3時30 分

みどりの相談茴・丸尾
三恵子氏

先着30人 2,000円

こ ども手づくり 教室

｢眷だ//鳥の巣みたいな
入れ物を作ろう｣

3/24 ⑧午後1時
30分～3時30 分

ネイチャークラフトデ
ザイナー・山中琴江氏

小学４～６
年生
先着25人

無料

みどりの講習会｢ 春
の

ハンギングバスケット｣ 4/14
日午後1時

30分～3B§30分

ハンギングバスケット

マスター・秋山英史氏
先着30人 2,500円

実施日 時間 実施会場 延期〔]

4/8
㈲

午前10時～11時20 分 花之台公園（上本郷）

5/ 8
㈲

午後IE持～1時40 分 新萩公園（三矢小台5丁目）

午後2時20分～圉引O 分 松戸小山雨水ポンプ場（小山）

4/ 9
(火)

午前10時～11時20 分 二十世紀公園（二十世紀が丘梨元町）
5/ 9
㈲

午後1時～1時30 分 旭ヶ丘第3公園（岩瀬）

午後2時20分～羽引O 分 八柱霊園西門横広場（Hﾖ中新Hﾖ）

4/10
㈲

午前10時～11時20 分 中金杉公園（中金杉2丁目）
5/10
廊

午後1時～1時30 分 新松戸第1公園（新松戸1丁目）

午後2時20分～3畤 きよしヶ丘小金公園（小金きよしヶ丘2丁目）

4/11
困

午前10時～11時20 分 八ヶ畸子安神社（八ヶ畸2丁目）
5/13
㈲

午後IE侍～1BS40 分 千駄堀集会所（千駄堀）

午後2時30分～3時20分 常盤平公園（常盤平松葉町）

4/12
銜

午前10時～11時20 分 稔台公園（稔台）

5/14
㈹

午後1時～1時40 分 高塚新田緑地（高塚新田）

午後2時30分～3時20分 三矢小台公園（三矢小台2丁目）

4/15
㈹）

午前10B§30分～11日詔O 分 小金原公園（小金原6丁目） 5/1

5

(水)

午後1時～1時30分 五香公園（五香西1丁目）

午後2時20分～3時10分 東部スポーツパーク正門（高塚新田）

4/16
㈲

午前10時～11時20 分 古ヶ幃4丁目こどもの遊び場（古ヶ綺4丁目）

5/16
困

午後1時～1時50分 相川公園（西馬橋相川町）

午後2時30分～3時20分 羂松戸南公園（新松戸兩2丁目）

4/17
㈲

午前10時～11時20 分 中和倉公園（中和倉）
5/17
銜

午後1時～1時30 分 仲井町公園（ｲ中井町3丁目）

午後2時20分～3時ｍ分 栄町第1公園（栄町6丁目）

4/18
困

午前ｍ時～11時20 分 常盤平金ヶ作公園（常盤平3丁目）

5/20
㈲）

午後1時～1時50 分 六実ふれあい公園（五香5丁目）

午後2時50分～3時20 分 串綺公園（串幃南町）

4/19
窗

午前10時～11時30 分 六実第2公園（六高台2丁目）
5/21
㈹

午後1灣～1時40 分 北丘第2公園（五香ﾜ丁目）

午後2㈲30分～3時10 分 ひよどリ公園（五香西4丁目）

4/22
㈲

午前10時～11時20分 新松戸中央公園（新松戸6丁目）

5/22
圉

午後1灣～1時40 分 二三ケ丘公園（三ケ月）

午後2時40分～3時10 分 平潟公園（松戸）

4/23
囚

午前10畤～10時40分 かぶと公園（牧の原2丁目）

5/23
困

午前11時30分～正午 ひばリ公園（小金原9丁目）

午後IE殕40分～2時20 分 ユーカリ交通公園隣広場（小金原1丁目）

4/24
㈲

午前ｍ時～10時40 分 栄町西3丁目こどもの遊び場（栄町西3丁目）
5/24
廊

午前月灣30分～正午 小根本公園（小根本）

午後2時～2日膕O 分 秋山集会場（春日神社脇）

費用3,300 円( 予防注射2,ﾜ50 円・注射済票交付550 円)。初めて登録する犬は登録

手数料3,000 円か別途必要です。

圖環境保全課環境衛生係c366 ―｢ｱ336

在
宅
介
護
の
窓
口
か
ら

第
八
回
福
祉
用
具
に
つ
い
て

固
市
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
（
介
護

支
援
課
内
）
　昔
3
6
6
・
7
3
4
3

今

回
は
福
祉
用
具

に
つ
い
て

ご
紹

介
し
ま
す
。

ご
隠
居
や
あ
八

っ
つ
あ
ん
、
じ

い
さ

ん
の
具
合
は

ど
う

だ
い
。
少
し

は
良
く
な

っ
た
か

い
。

八
つ
つ
あ
ん

あ

あ
ご
隠
居

、
そ

れ
が
あ
ま

り
調
子

良
く
な

い
ん
で
す
よ

。

ご
隠

活

具
合

が
悪
く

な
っ
て
ど
の
く

ら

い
に
な

る
ね

。

八
つ
つ
あ
ん

ま
だ

１
ヵ
月

な
ん
で
す
け
ど

じ

い
さ
ん

が
全
然
動

け
な

い
も

ん
だ
か
ら
、
す

べ
て
に
手
が
か

か

っ
て
、
女
房

ま
で
腰
を
痛
め

て
し
ま
う
し
、

も
う

大
変
で
す

よ
。
ご
隠
居
ベ
ッ
ド
は
使

っ
て

い
な

い
の

か

い
。

八
つ
つ
あ
ん

い
や
、
布
団

で
寝
て
る
ん
で

す

が
ね
。

ご
隠
居
そ
れ
じ
ゃ
腰
も
痛
ぐ
な
る
よ
。

今
は
、
電
動

ベ
ッ
ド
や
車

い
す

な
ん

か
も

貸
し

て
く
れ
る
ら
し

い
よ

。
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー
と

や
ら
に
相
談
し
て
み
な
よ

。

八
つ
つ
あ
ん

本
当
で
す

か
い
。
で
も
、
高

い
ん
じ

ゃ
あ
な

あ
。

ご
蔬
巵
レ

ン
タ
ル
料
は
、

通
常
の

Ｉ

割
で

い
い
そ
う
じ

ゃ
。

八

つ
つ
あ
ん

レ

ン
タ

・
・
な

ん
と
か
と

は

な
ん
で
す

か
い
？

ご
隠

活

あ
あ
、
借
り
賃
の
こ
と
じ

ゃ
。

そ

れ
と

、
ポ
ー
タ

ブ
ル
ト
イ

レ

や
風
呂
用

の

い
す
は
、
正
価

の

一
割
負

担
で
買
う

こ
と

が
で
き

る
そ
う
じ

ゃ
。
ま
だ
ま
だ

い
ろ

ん
な
こ

と
が
で
き

る
か
も
し

れ

ん

ぞ
。
と
こ

ろ
で
、
介
護
保

険

の
申
請
は
出
し
だ

の
か
い
。

八

つ
つ
あ
ん

い
や
、
あ
っ
し

と
女
房

で
面

倒
を
見

る
つ
も
り
で
、
出
し

て

い
な

い
ん
で
す

よ
。

ご
隠

居
ば
か
だ
ね
。
介

護
保
険

の
認

定
を
受
け

な
き

や
全
額

自
己

負

担
に
な

っ
て
し
ま
う

ぞ
。

八
っ
つ
あ
ん

そ

れ

あ
大
変
だ
！
　

ご
隠

居

い
い
こ

と
を
教
え

て
く

れ
て
あ

り

が
て
え

。
こ
れ
で
少
し

は
楽

に
介
護

が
で
き
ま
す
よ

。
す
ぐ

に
相
談
に
行

っ
て
き
ま
す
。
あ
、

と
こ

ろ
で
ど
こ
へ
相
談

に
い
け

ば
い
い
ん
で
す

か
い
。

ご
隠

居

市
役
所

や
在
宅
介
護
支
援

セ

ン

タ

ー

で

、

相

談

に

の

っ

て
く
れ

る
よ
。

じ

い
さ

ん

大

事
に
し
ろ
よ
。

竹紙漉きボランティアを募集
平成14年度

狂犬病

ゆ
う

ま

つ
ど

フ

ェ

ス

タ

実
行

委

員

会

が
、

昨

年
一１１一
月

に

開

催

し

た
「
ゆ
う

ま

つ

ど

フ

ェ

ス

タ
」

に

お

い
て

企

画

し

た

シ

ン

ポ

ジ

ウ

ム

「
ス

ト

ッ

プ

ー
女

性

・
子

予防注射

雨雷賍でパーうヤソ々－ｆｔ34R 一Ｒ９０∩へC 牛 岫9 日寺～年毎弓腆）



よ
り
開
か
れ
た
市
政
へ

市
で

は
、
４

月
１
日

か

ら
こ

れ
ま
で
の
「
公

文
書
公

開
条

例
」

を
さ

ら
に
充
実

さ
せ

る
た
め

全
面
改
正

し
た
「
情
報
公

開
条

例
」

を
ス

タ
ー
ト

さ
せ
ま

す
。

市

民
の

皆
さ

ん
と

行
政

が
協
働

し

、
ま

ち
づ

く
り

を
進

め

る

た
め

情
報

の
公

表

・
提
供

に
努

め

る
と
と

も
に

、
よ

り

一
層
公

正

で

透
明
な

行
政
を

推
進
し

ま
す

。

民
主

的

で
開

か
れ

た
市

政
の
実

現

に
向

け
た

新
し

い
「

情
報

公

開
制

度
」

に
つ

い

て
お
知

ら
せ
し

ま
す

。

圈

総

務
企
画
本

部
総

務
課
情

報
公

開
係

昔
3
6
6
・
7
3
0
5

情

報

公

開

制

度

と

は

市

は
、
行
政
運
営
の
さ
ま

ざ
ま

な
分

野
に
関
す
る
た
く
さ
ん

の
情

報
を

持
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら

の

情

報
の
多
く
は
、
市
民

の
皆
さ
ん

の
生
活

向
上

や
豊
か
な
ま
ち

づ
く

り

に
関
す
る
情
報
で
す
。

市

で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
信

頼

に
こ

た
え

、
公
正

で
透
明
な
行

政

運
営
を
進
め
て

い
ま
す

が
、

さ

ら
に
民
主
的
な
行
政
を
実
現
す

る

た
め
に
は
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
市

政
へ
の
参
加
を
促
進
す

る
こ
と

が

必
要

で
す
。
こ
う
し
た
市
民
本

位

の
行

政
運
営
を
進
め

る
Ｌ
」
で
、
情

報
の
公

開
は
重
要
な
も

の
と
な
っ

て
い
ま
す
。

新
し
い
情
報
公
開
条
例
で
は
ど
な
た
で
も
請
求
で
き
ま
す

情
報
公
開
制

度
は
、

「

情

報

公

開

条

例

」

で
、
市

民
の
皆

さ
ん

が
、
こ

れ
ら

の
市

の

持

つ
情

報
（
公
文

書
）

を

開
示

請
求
す

る
権

利
を
明

ら
か
に
す

る

こ
と

に
よ

っ
て
、

市

民

の
皆
さ
ん

の
求

め

に
応

じ
、
こ

れ
を

原

則

と
し

て
開
示
す

る

と

と
も
に
、
市

の
行

政
運

営
に
関
す

る
正

確

で
わ
か
り

や
す

い

情

報
を
、
市
民

の
皆

さ

ん
が
迅
速
に
得

ら

れ
る
よ
う
、
市

が
積

極
的
に

情
報
を
公

表

・
提
供
し
て

い
く

制

度
で
す

。

情

報

公

開

条

例

の

概

要

〈
条
例
の
理
念
と
目
的
〉

情
報
公
開
条
例
で
は
、
前
文
（
五

ペ
ー
ジ
注
１
参

照
）
を
設

け
、
条

例
の
制
定

の
背
景

や
理

念
を
明

ら

か
に
し
、
市
民

の
知

る
権
利

を
尊

重
す

る
こ

と
を

明
記
し

ま

し

た
。

ま
た
、
条

例
の
目
的

に
市

の
行
政

運
営
の
諸
活
動
を
市
民

に
説
明

す

る
責
務

（
説
明
責
任

）
が
あ
る
こ

と
を
明
確
に
す

る
と
と
も
に
、
市

民
の
市
政
参
加
を
促

進
し

、
市
民

の
理
解
と

批
判

の
下

に
あ
る
公

正

で
民
主
的
な
開

か
れ
た
市

政
の
推

進
に
資
す

る
こ
と

を
目

的
と
し
て

い
ま
す
。

〈
対
象
と
な
る
公
文
書
〉

開
示
請
求

の
対

象
ど
な
る
公

文

書

の
範
囲

に

つ

い
て
は

、
文

書
、

図
面
等

の
ほ
か
、
新
た
に
フ

ロ
ッ

ピ

ー

デ
ィ

ス
ク
に
記

録
さ
れ
た
情

報
な

ど
の
、
電
磁

的
記

録
を
加
え

ま
し
た
。

こ
れ
に
伴

い
、
開
示

の
実
施
方

法

が
文
書

の
閲

覧
や
写
し
の
交
付

の
ほ
か
に
、

フ
ロ
ッ
ピ
ー

デ
ィ

ス

ク
へ
複
写
し

た
も
の
が
交
付
で
き

る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。

ま
た
、
こ

れ
ま
で
は
決
裁
等

が

終
ｒ

し
て

い
る
も
の
が
要

件
と
な

っ
て

い
ま
し

た
が
、
市
が
組
織
的

に
用

い
る
も
の
と
し

て
保
有
し
て

い
る
も

の
を
対

象
と
す
る
こ
と
と

し
、
そ

の
範
囲

を
拡
大
し
ま
し
た

。

〈
原
則
公
開
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の

保
護
〉
開
示
請
求

の
あ
っ
た
公

文
書
に

つ

い
て
は
、
非

開
示

情
報
に
該
当

し
な

い
限
り

開
示
し

な
け
れ
ば
な

ら
な

い
と
し
て

、
条
例
の
原

則
公

開

の
精

神
を
徹

底
し

て

い
ま
す

。

た
だ
し
、
個
人

の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

に
関
す

る
情

報
が
み
だ
り
に
公

に

な
ら
な

い
よ
う
最

大
限
の
配

慮
を

し
、
そ

の
侵

害
が
な
さ
れ
な

い
よ

弓

保
護
し
ま
す

。

ま
た
、
非

開
示

情
報
に
つ

い
て

は
、
こ
れ
ま
で
の
八
項
1
1か
ら
「
国

等
協
力

関
係

情

報
」
「
合

議
制
機

関
等
情
報
」
を
削
除
し
、
六
項
目

の
非
開
示

情
報

（
五

ぺ
Ｌ

ン
注
２

参
照
）
に
限
定
し
ま
し
た

。

〈
海
自
請
求
手
続
〉

開

示

請

求

が
で

き

る
人

は

、

市

内

の

居

住

者

に

限

ら

ず

ど

な

た

で

も

請

求

で

き
ま

す

。

開

示

請

求

の
受

け
付

け

や

相

談

は

、

市

役

所

別

館

一

階

の
行

政

資

料

セ

ン

タ

’‐‐
が

総
合

窓

口

と

な

っ

て

い
ま

す

。

請

求

す

る
と

き

は

、
所

定

の

開

示

請

求

書

に
必

要

な

事

項

を

記

載

し

、
窓

口

で

請

求

し

て

く

だ

さ

い
。

手

続

き

の

流

れ

は

「
図
１

」

の

と

お

り

で

す

。

情

報

公

開

の

総

合

的

な

推

進

〈
情
報
公
表
・
提
供
施
策
等
の
充
実

〉
公
文

書
の
開
示

の
ほ
か
、
市
政

に
関
す

る
情
報
が
、
適
時
に
、
か

っ
、
適

切
な
方
法
で
市
民
に
明
ら

か
に
さ
れ
る
よ
う

情
報
の
公

表

・

提

供
に

関
す

る
施
策
の
充
実
に
努

め
て

い
き
ま
す

。

情
報

通
信

社
会
の
発
展
に
併
せ
、

イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
活
用
に
よ
る

情

報
の
提
供
の
拡
充
や
、
行
政
資

料

セ
ン
タ
ー
等
に
お
け

る
情
報
提

供

な
ど
を
通
じ
、
市
政
に
関
す
る

基

礎
的

な
情
報
や
、
市
民
生
活
に

密

着
し

た
情
報
な
ど
を
市
民
の
皆

さ
ん
に
、
わ
か
り

や
す
く
工

夫
し

提

供
し

ま
す
。

〈
審
議
会
の
公
開
〉

市

で
は
、
平

成
Ｈ
年
１
月
か
ら

審

議
会
等
の
会
議
公

開
制
度
を
実

施
し

て

い
ま
す
。
こ
の
審
議
会
等

の
会

議
を
原

則
公

開
と
す
る
こ
と

を

条
例
に
盛
り
込
み
ま
し
た
。

審
議
会
等
の
開
催
の
予

定
や
傍

聴
方

法
に
つ

い
て
は
、
広
報
ま
つ

ど
の
ほ
か
、
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ

お
よ

び
行
政
資
料

セ
ン
タ
ー
で
も

お
知
ら
せ
し
て

い
ま
す
。

松
戸
市
上

地
開
発
公

社
、
松
戸

市
都
市
整
備
公
社

な
ど
の
市

が
出

資
し
て

い
る
法
人

等
の
情
報
公

開

を
推

進
す

る
責

務
を
規
定
し
ま
し

た

。ま
た
、
こ

れ
ら
の
団
体
の
財
務

等
に
関
す

る
情
報
は
行
政
資
料
セ

ン

タ
ー
で
も
閲

覧
で
き
ま
す
。

★
行
政
資
料
セ
ン
タ
ー
の
ご
案

内
行
政
資
料
セ

ン
タ
ー

（
市
役

所
別
館
一

階
）

は
、
情
報
公
開

に
関
す

る
相
談

や
、
開
示

請
求

の
受

付
窓
口

と
な
っ
て

い
る
ほ

か
、
市

の
刊
行

物
の
閲
覧

や
コ

ピ

ー
、
有

償
刊

行
物
の
販
売
を

行
っ
て

い
ま
す

の
で
ご
利
用
く

だ
さ

い
。

固
行

政
資

料
セ
ン
タ

ー

昔
3
6
6
・

1
1
1
1

内
線
７
７

βｏ
ａ
ｕ

開 示 （行政資料センター内公文書公開コーナー）●閲覧または写しの交付
図 １

決定通知書持参

請求相談・案内・受付

請求に係る受付相談はすべて

（市役所別館1階）で行います。

所定の用紙に必要事項を記入して提出してください。窓口職員が、皆さん

の相談に応じます。

請求書を受理した囗の翌日から14 日以内（やむを得ない理由

があるときは、60日以内）に開示するかどうかの決定をし 、その結果を通知します。決

定内容と開示する場合の日時および場所は、定められた書面によりお知らせします。

開示は、お知らせした日時および場所で、公文書の閲覧または写しの交付

により行います。決定通知書は必ず持参してください。

新
し
い
情
報
公
開
制
度
が
ス
タ
ー
ト

行政資料センター内

公文書公開コーナー



地
方
分
権
が
進
展
す
る
新
た
な
時
代
を
む

か
え
。
行
政
運
営
の
公
正
の
確
保
と
透
明
性

を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
よ
り
一
層
重
要
に
な

る
と
と
も
に
、
市
民
の
市
政
へ
の
参
加
を
促

進
し
、
地
方
自
治
の
本
旨
に
基
づ
く
市
民
本

位
の
開
か
れ
た
市
政
を
更
に
推
進
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

情
報
公
開
制
度
は
、
こ
の
よ
う
な
開
か
れ

た
市
政
を
推
進
す
る
上
で
不
可
欠
な
制
度
と

し
て
確
立
し
、
発
展
し
て
き
た
。

市
の
保
有
す
る
情
報
は
、
こ
れ
を
市
民
と

共
有
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
市
民
生
活
の
向

上
や
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
に
役
立
て
ら
れ
る

べ
き
も
の
で
あ
り
、
市
民
と
行
政
が
と
も
に

協
働
し
、
成
熟
し
た
地
域
社
会
を
創
造
す
る

た
め
必
要
と
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
認
識
の
も
と
に
、
市
は
、
そ

の
保
有
す
る
情
報
が
広
く
市
民
に
公
開
さ
れ

る
よ
う
市
民
の
知
る
権
利
を
尊
重
し
、
情
報

の
公
開
に
関
す
る
制
度
の
更
な
る
充
実
を
図

る
た
め
、
こ
こ
に
こ
の
条
例
を
制
定
す
る
。

公
文
書
は
原
則
開
示
で
す
が
、
特
定
の
個
人
や

法
人
等
の
正
当
な
権
利
を
侵
害
す
る
こ
と
が
あ
っ

て
は
な
り
ま
せ
ん
。

次
の
よ
う
な
情
報
に
つ
い
て
は
、
非
開
示
情
報

と
し
て
原
則
公
開
の
例
外
と
な
り
ま
す
。

１
　
法
令
秘
情
報
（
法
令
な
ど
に
よ
り
、
開
示
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
と
さ
れ
て

い
る
情
報
）

２
　

個
人
情
報
（
個
人
に
関
す
る
情
報
で
、
特
定
の

個
人
を
識
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
情
報
。
た
だ

し
、
公
務
員
の
職
務
遂
行
に
係
る
情
報
は
開
示
）

３
　
法
人
情
報
（
法
人
な
ど
の
正
当
な
権
利
、
利

益
を
害
す
る
情
報
）

４
　
公
共
の
安
全
と
秩
序
維
持
情
報
（
人
の
生
命
、

財
産
の
保
護
、
犯
罪
の
予
防
な
ど
に
支
障
が
生

ず
る
情
報
）

５
　

審
議
・
検
討
・
協
議
情
報
（
市
の
内
部
又
は
国

等
と
の
審
議
等
に
係
る
情
報
で
あ
っ
て
、
意
思

決
定
の
中
立
性
が
不
当
に
損
な
わ
れ
る
お
そ
れ

等
の
情
報
）

６
　

事
務
事
業
執
行
情
報
（
事
務
又
は
事
業
の
適

正
か
つ
円
滑
な
執
行
に
支
障
が
あ
る
情
報
）

条例の主な改正点

項　目 公文書公開条例（旧） 情報公開条例（新）

趣旨・目的

市民の市政に対する理解と信頼

を深め、地方自治の本旨に即し

た市政の推進

・前文を設け、市民の知る権利を

盛り込む

・目的規定に、情報公開の総合的

な推進 、市民に説明する責務を明

記

・市民の市政への参加を促進し 、

市民の理解と批判の下にある公正

で民主的な市政の推進

対象公文書
・文書、図面等を対象

・決裁等の手続きが終了したもの

・電磁的記録を対象に加える

・組織的に用いるものとして保有

しているもの(手続きの要件を廃止)

蒟求権者

・市内在住、在勤、在学

・市内に事務所等を有する法人

・市の事務事業の利害関係人

｢ｲ可人も比 し、どなたでも請求可

能

非開示情報

法令秘情報、個人情報、法人情

報、公共の安全と秩序維桍鵑報、

意思形成過程情報、行政執行過

程情報、国等恊力関係情報、合

議制機関等情報

国等協力関係情報、合議制機関等

情報を削除し 、8項目から6項目に

限定

写しの交付費用 コピー代20 円（1枚につき） コピー代10 円（1枚につき）

随報提供等 積極的な情報提供に努める

情報公表制度の整備および情報提

供施策の充実に努めるとともに 、

広報等の機能の拡充に努める

窰議会等の会議

の公開
規定なし 審議会等の会議を原則公開とする

出資法人等の情

報公開
規定なし 情報公開の推進の責務を規定

講　　座　　名 日　　　　　　時 定員／費用

日商簿記3級受験講座
4/10 ～6/3

の毎週月・水・金曜日

(4/29 、5/1 く3・6を除く）〔全20
回〕午前9時30 分～11日詔O 分

拓人/20,000 円

(15,000 円)

日商簿記2級受験講座
7/27 ～10/26 の毎週土曜日(8/10
・捏を除＜）〔全12 回〕
午前10 時～午後八時

拓人/30,000 円
(25,000 円)

宅地建物取引主任者資格取

得講座
4/18 ～8/29 の毎週火・木曜

日（4/

30 、5/2 、8/13 り5 を除く）〔全
35 回〕午後6時30 分～9時

20人/50,000 円
(40,000 円)
※テキスト代実費

2級建築士資格取得講座

(学科コース)

4/20 ～6/29 の毎週火・木・土曜日
(5/2 ・ 4を除く）〔全30 回〕

午後ら時30 分～9時（土曜日は午後
6時から）

20人/60.000 円
(50,000 円)
※教材費実費

2級建築士資格取得講座

(製図コース)
9/3 ～9/21

の毎週火 一木・土曜日

〔全10 回〕午後ら時30 分～9時(土曜
日は午後ら時から)

拓人/40,000 円
(30,000 円)

設計製図基礎講座
4/26 ～8/9 の毎週金曜日(5/3 を除

く
）〔全15 回〕
午後6日舸O 分～9時

10人/30,000 円
(25,000 円)
※教材費実費

行政書士資格取得講座
5/15 ～8/7 の毎週月・水曜日〔全
25 回〕
午後ら時30 分～9時

20人740,000 円
(30,000 円)
※テ牛スト代実費

実用英会話基礎講座
4/16～6/25の毎週火曜日(4/30 を
除＜）〔全10 回〕
午前10 聘～11 時30 分

25人/10,000 円

※テキスト代実費

実用英会話初級講座
4/3～6/26 の毎週水曜日(5/1を除
く）〔全12 回〕
午後IE持～2時30 分

25人/13,000 円
※テキスト代実費

実用英会話中級講座
4/3～6/26 の毎週水曜日(5/1を除
く）〔全12 回〕
午前10 時～11 時30 分

25人/13,000 円

※テキスト代実費

中国語入門講座～北京語 5/7～7/23 の毎週火曜日〔全12 回〕
午前10 時～11 時30 分

20人/13,000 円
※テキスト代実賈

男の料理教室
4/20(士)､5/18c､6/15R､7/13a ﾋﾟ)、

9/21圉〔全う回〕
午後2時～4時

20人/15,000 円

糸材料費を含む

気功入門講座
4/5～6/28 の毎週金曜日(5/3を除

く
）〔全12 回〕
午後1時～2時20 分

30人/12,000 円

太極拳入門講座
4/5～6/28 の毎週金曜日(5/3を除
＜）〔全12 回〕
午後2時30 分～3時50 分

30人/12,000 円

ヨーガ入門講座
4/5～6/28 の毎週金曜日(5/3を除

く
）〔全12 回〕
午前ｍ時30 分～正午

20人712,000 円

フラワーデザイン入門講座
4/4～9/26 の毎週木曜日(5/2およ
び8月を除＜）〔全20回〕
午前10 時～正午

20人/10,000 円

※花材費実費

フラワーデザイン中級講座
4/4～9/26 の毎週木曜日(5/2およ
び8月を除く）〔全20 回］
午後1時～3時

20人/10,000 円
※花材費実費

筆ペン初級講座
4/8～7/29 の毎週月曜日(4/29 、5
/6を除
＜）〔全15回〕

午後1時30分～3時30 分

20人/ﾜ,500 円

※教材費実費

筆ペン中級講座
4/12 ～7/26 の毎週金屎日(5/3 を
除く）〔全巧回〕
午後1時30 分～30330 分

20人/ﾜ,500 円
糸教材費実費

陶芸入門講座
4/18 ～7/11 の毎週木曜日(5/2 を
除＜）［全12 回〕
午前10 時～午後O時30 分

18人712,000 円
※材料・道具代等実費

カラーコーディネート入門

講座
5/7～7/23 の毎週火曜日〔全12 回〕
午後1時30 分～3時30 分

20人/12,000 円

※テキスト代等実費

日曜大工講座
5/12～H15.4/20の原則毎月第2・3
日曜日（８月、１２月、１月は１回）
〔全21回〕午前9時～正午

20人
3ヵ月ごとに9,000 円
奈材料・道具代実費

会場松戸地域職業訓練センター（テク721) 所在松戸市小金原1の19 の3

圃3 月５日叫午前９時から、受講料を添えて直接、松戸地域職業訓練センター(S349

－3200 ）窓口へ

※受け付け開始時に定員を超えた場合は抽選となります。

※費用のうち（　）内は当会員事業所または当団体会員メンバーの場合です。
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無
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へ

期日 会 場 時　間 プログラム

3/ 6㈲

アートスポットまつ

ど（伊勢丹松戸店新
館9階）

午後3時～4時

アニメーション「ご きげ

んなライオン」､人形劇 匚て
ぶくろ」

9圉 森
のホール21  (4 階
レセプションホール）

正午～午後八時
第8回合はなしまつリ
特別プログラム

13 ㈲ 図書館本館 午後3時30 分～
八時

絵本「く まくんのトロッ

コ」、人形劇「いなかのね

ずみとまちのねずみ」

20㈲ 図書館小金分館
午後3時～
3時30 分

絵本「＜まくんのトロッ

コ］、人形劇「いなかのね

ずみとまちのねずみ」

27㈲ 図書館本館
午後3時30分～

4時

絵本「＜まくんのトロッ

コ」、人形劇「いなかのね

ずみとまちのねずみ」

対象3～9 歳＜らい　 持ち物靴を入れるビニール袋　費用無料

※図書館利用カードをお持ちになれば 、本が借りられます。

固市立図書館c365 一引 拓

ネ
ッ
ト
を
無
料
配
布

前
　
文

注
１

非
開
示
情
報

注
２

防
鳥
(
カ
ラ
ス
避
け
）

松戸地域職業訓練センター(テクノ21）講座案内

おはなしキャラバン３月の定期公演

(松戸では8時になったらおはなしタイム

）
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①星空観望会

3月23日出午後6時から　会場市民

会館プラネタリウム室と屋上　内容

プラネタリウム見学と天体望遠鏡で

月・土星・木星を観望( 雨天・曇天

の場合はプラネタリウムのみ)　 定

員先着80人　費用無料

糸団体(20人以上)や体の不自由な人

はご相談＜ださい。

②春休み天文教室｢ 宇宙飛行士｣

3月26日㈲午後2時～3時30 分　会

場市民会館プラネタリウム室　内容

ロケットや宇宙飛行士についてクイ

ズを解さながら、楽しく勉強　定員

先着80人　費用無料

圃いずれも電話で市民会館プラネタ

リウム室S368 一123ワヘ
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席
自
由
）

圜
不

登
校
の
子

ど
も
の
居
場
所
を

つ
く
る
チ
ャ
リ
テ
ィ

ー
コ
ン
サ

ー

ト
実
行

営

貝
会

・
青
木

昔
3
6
2
・
３

■
額
縁
の
無
い
展
覧
会

３

月
一
1
1
1
1

一
日

賄
～
1
7
日

㈲
午

前
1
0

時

～

午

後

６

時

（
最

終

口

は

午

後

５

時

ま

で

）
　

命
場

ア

ー
ト

ス

ポ

ッ
ト

ま

つ
ど

（
伊

勢

丹

松

戸

店

九

階

）
　

内

容

額

縁

を

使

わ

な

い
素

顔

の
絵

画

展

覧

会
　

啓
鬧

無

料

圜
淡

彩
画

会

ホ

ワ

イ

ト

ー
マ

ッ
ト

・
菊

地

公
3
8
4・
0
7
5
9

①｢ 君 も作 ろうホ ームペ ージ｣ 作 成体験 講座

①3 月26 日火②3 月2ﾂ 日火のいずれか一日 、午前9

日舸O 分～正午　会場常盤平児童福祉館　講師田脇幸子

氏　対象小学生以上高校生までで文字入力ができる人

定員各日先着3人　費用50 円( フロッピー代)

(2)シ ルエ ットフ ァン タジ ーの 世界 にご 招待

3月2ﾜ 日火午後2賍～3 時　会場市民劇場　内容影絵

｢はらぺこプンタ｣( 劇団かしの樹)　 対象3 歳以上

定員先着200 人( 幼児は保護者(司伴)　 費用無料

(3)こど も英 会話教 室｢ 英語 って 、超 たの しい ヨ｣

①3 月28 日内午前9時30 分～10 灣30 分②3 月29 日㈹

午前9 時30 分～10 時30 分　 会場常盤平児童福祉館

講師ニック・ヅー氏　対象①小学1 ～3 年生②小学4 ～

6年生　定員いずれも先着40 人　費用無料

圃出3 月５日㈹午前11 時から(2)3月６日伽 午前11 時か

ら(3)3月５日㈹午後1時から 、電話で常盤平児童福祉館

容38 ワー3320  (月曜休館) へ

■
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
界

３
月
2
4日

㈲
午
後
１
時
か
ら
、

３
時
か
ら
　

会
場
青
少
年

会
館

内

簟

肯
少
年
会
館
主
催

の
映
両

講

座
で
作

成
し
た
ビ

デ
オ
作
品

「
映

像
に
よ
る
コ
ラ
Ｌ

ン
ユ
≒

高

校
演

劇
部
の
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
≒

親
友

の

日

常
生
活

」
の
上

映
　

春
雨

無
料

圃
当
日
会
場

で

圖
青
少
年
会
館
a

3
4
4
・
8
5
5
6

［
］
「

コ

ー

カ

サ

ス

の

虜

」

上

映

会３
月
1
0日

㈲
午
後
１
時
3
0分

か

ら
　

会

場
森
の
ホ
ー
ル
2
1
　内
容

国

際
映
画
祭
受
賞

扛
晶
を
上
映
し
、

作
品

を
と
お
し
て
世
界
で
起
き
て

い
る
社
会
問
題
や
紛
争
を
知

る

眥

拑
無
料

固
滲

出

合
3
4
6
・
0
3
0
7

■
カ
タ
ク
リ
の
里
山
ハ
イ
キ

ン

グ３
月
2
3日
出
午
前
６
時
3
0分
新

松
戸
墾

問
出
発

（
午
後
７
時
帰
着

予
定
）
　
内
容
三
巻
叮
（
栃
木
県
ヽ

標
高
二
百
一
千

九

片
）

の
尾
根

約

六
い
を
三
時
間
半
で
歩
き
、

カ
タ

ク
リ
や
山
野
草
を
観
察
を
す

る

定
員
先
着
ニ
ト

五
人
　

春
用

四
千

五
百

円

（
貸
切

バ
ス
代

・
保

険
料

を
含
む
）

圃
電
話

で
山
遊
塾
・
永
Ⅲ

登
0
9
0
・

８
８
０
３

・
8
3
4
6

へ

■
金
町
周
辺
史
跡
巡
り

３
月
1
0日

賄
〔
雨
天

の
場
合
1
7

日

韭
〕
午

後
１
時
1
5分
ｍ

金
町
駅

北
口

広
場

集
合

（
午
後
４
時
解
散

予

定
）
　
コ

ー
ス
し

ば
ら

れ
地
蔵

～
香
取

神

仕
～

さ
く
ら
堤
～
水
元

公

園
・
小

合
溜
～
松
浦
の
鐘
～
平

田
稲

荷
～
江

戸
川
堤
～
矢
切

の
渡

し
～

柴
又

帝
釈
天
～

フ

ー
テ
ン

の

寅
さ
ん
像
土

早
成
柴
又
駅

の
約
五

ｊ
を

徒
歩
で
巡
る
　

費

用

二
白
円

圃
当
日
会
場

で

固
松
戸
史

談
会

ふ

あ
霍
一
3
6
1
・
0

0
6
4

（
夜
間
の
み
）

健
　
康

敷
か
う
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
の
追
加
接
種

昭

和
5
0
年

～
5
2
年

生

ま

れ

の

人

が
他

の
年

齢

層

に
比

べ

て

、

ポ

リ

オ

の

Ｉ

型

と

い
う

種

類

の

免

疫

を

保

有

し

て

い

る
割

合

が
低

い
こ

と

が
、

厚

生

労

働

省

の
調

査

で

わ

か

り

ま

し

た

。

囗

本

に

は

ポ

リ

オ

ウ
イ

ル

ス

は

な

い
と

判

断

さ

れ

て

い
ま

す

が
、

ポ
リ

オ

ウ
イ

ル

ス

常

在
国

に

渡

航

予

定

の
人

ま

た

は

、

ポ

リ

オ

ワ

ク

チ

ン

接

種

を
受

け

る
子

ど

も

が

い

る

人

は
、

再

度

ポ

リ

オ

ワ

ク

チ

ン

の
予

防

接

種

を

受

け

る

こ

と

を

お

勧

め

し

ま

す

。

※
費

用

や

実
施

場

所

等

は

お

問

い

合

わ
せ

く

だ

さ

い
。

固
保
健
福
祉
課

予
防
衛
生
係

登

3
6
6
・
7
4
8
4

■
思
春
期
な
や
み
相
談
（
予

約

制

）

３
月
2
6日
天
午

後
１

時
3
0分
～

３
時
3
0分

会
場
松
戸
保
健
所

内

容
臨
床
心
理
士
に
よ

る
相
談

対

乖
本
人

・
家
族

・
関
係
者

費

用

無
料

圜
松
戸
保
健
所
地
域
指
導
課

登
3
6
1

・
り亠
１
９
？
Ｉ

■
こ
こ
ろ
の
家
族
相
談
室

３
月
1
6日

出
午

前
1
0時
～

午
後

３

時

会
場
ふ
れ

あ
い
2
2（
健
康

福
祉
会
館

）
　
内

容
松
戸
市

精
神

障
害
者
家

族
会

土
曜
会
会

員
に
よ

る
相
談

（
秘

密
厳
守
）
　
対
象
「
こ

こ

ろ
の
病
」

の
人

を
抱
え

る
家
族

眥

用
無
料

※
同
日

・
同

時
問
に
電
話
で
の
相

談
も
受
け
付
け

（
相
談
室
直
通

登
3
8
3
・
5
5
5
1

）

扇
ビ
オ
ラ
エ

房
・
武
井

＆
3
3
1
・
6

0
1
8

（
平

日
の
午
前
９
時
～
午

後
４

時
）

■
松
戸
栄
暮
ら
し
の
相
談
と

ミ

ニ

教

室

暮
ら

し

の

相

談

介
護

＝
４

月

８

日

丱

・
2
2
日

非

、

税
務

＝
４

月

２

日

㈹

・
1
6
日

㈹

、
年

金

＝
４

月

１１
一
日

市

・
2
5日

内

、
法

律

Ｈ
４

月

９

日

㈹

・
1
9日

原

・
2
3
日

㈹

、
資

産

形

成

＝
４

月

３

日

水

・
４

日

水

・
1
2

日

原

・
1
3
日

出

・
1
7
日

水

・
1
8
日

米

・
2
6日

座

・
2
7
日

出

・
3
0
日

㈹

ミ
ニ

教

單

并
護

＝
４

月
2
2
日

冊

、

資

産

形

成

＝
４

月
3
0
日

㈹

午

後

１

時

～

２

時
3
0
分
　

務
爾

亶

料

圜

松

戸

栄

暮

ら

し

の
相

談

セ

ン

タ

１
｛
一一
3
6
0
・
β０
″ｈ
｝Ｉ

Ｑ乙

■
鎌
ケ
谷
高
校
吹
奏
楽
部
定

期

演

奏

会

３
月
2
3日
出
午
後
３
時
開
演

会

場
市
民
会
館

曲

目
第
三
組
曲
、

ワ
ー
ル
ド

ー
ミ
ュ
廴

ン
ツ
ク
、「
展

覧
会
の
絵
」
よ
り
　

菩
乕

無
料

圖
鎌
ヶ

谷
高
校

・
徳
永

昔
0
4
7
・

倡
・
2
1
7
1

■
愛
の
献
血
（
松
戸
ラ
イ
オ

ン

ズ

ク

ラ

ブ

）

３
月
1
4日

本
午
前
1
0時
～

午
後

４
時

会
場
伊
勢
丹
松
戸
店
前

固
保

健
福
祉

課
検
診
係

登
3
6
6
・
７

■
松
戸
市
民
公
開
講
座
「
お

し

つ

こ

で

困

つ

て

い

ま

せ

ん

か

？

～

高

齢

者

の

排

尿

障

害

～

」３
月
2
4日

㈲
午
前
９

時
3
0分
～

い１１
時
3
0分

会
場

巾
民
劇
場

内

察

咼
齢
者
の
排
尿
障
害
に

つ
い
て

の
講
演
お
よ

び
Ｑ
＆
Ａ
　

定
員
先

着
三
百
人
　

費
用
無
料

匣
３
月
1
8日
丱
〔
必

着
〕
ま
で
に
、

［

ガ
キ
に
住
所

・
氏
名

・
年

齢

・

電
話
番
号

・
参
加
人
数

を
記
人
し

て
、
一
１‐
ｍ
］－
0
8
6
6

船
橋
市

夏

見
台
二

の

こ
（

の

こ
（

船
橋
ク
リ

ニ

ッ
ク
内
　

千
葉
県
泌
尿

器
科
医

会
事
務
局
市
民
公

開
講

座
係

昔
0
4
7

・
掴
・
８

″ｈ
）１
ｒ
Ｄ
へ

■
松
戸
矯
正
展

３
月
1
6日
出
午
前
1
0時
～
午

後

４
時

・
1
7日

㈲
午
前
1
0時
～
午

後

３
時

会
場
森
の
ホ
ー
ル
2
1
　内

霽

①
册
務
所
作
業
の

ビ
デ
オ
や
パ

ネ
ル
に
よ

る
紹
介

②

全
国
刑

務
所

作
業
製
品
の
展
示
即
売
ほ

か
　

費

用
入
場
無
料

固
千

葉
刑

務
所
作
業
部

登
0
4
3
・
2
3
2

‐
八
）０
７
ｎ
り

■
「
こ
れ
か
ら
の
海
外
留
学

・
生
活
」
セ
ミ
ナ
ー
と
相
談
会

３
月
3
0囗
出
午
後
１
時
3
0分
～

４
時
3
0分

会
場
千
葉
市
文
化
セ

ン
タ
ー
（
千
葉
市
甲
矢
区
）
　
講

師
フ
ラ
ン
ス

ー
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ

教
育
担
当
官

こ
屏
外
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー
専
門
相
談
貝
ほ
か
　
費
用
無
料

圃
電
話
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
・
Ｊ
Ｃ
Ｃ

異
文
化
交
流
協
会
函
０
１
２
０
・

９
１
９
・
５
５
９
へ

■
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

３
月
3
1日

㈲
〔
雨
天

の
場
合
４

月

６
日
山
〕
午
前
1
0時
～
午
後
３

時

会
場
伊
勢
丹
松

戸
店
前
プ
ラ

ザ
広
場

出

店

者
を

募

集

出
店
料
一
区
画
（
二

び
×
二

片
）

三

千
円
　

募

集
区

里
（

十
八
区
画

対
象

咼
校
生

以
上

で
家

庭
の
不

用

品

を
出
品
す

る
人

圃
電
話

で
リ

サ
イ

ク
ル
運
動

推
進

事
業

協
会
関
東
第
二
支

部

登
砌
・

8
3
8
・
８
９
り
０
０
リ
ヘ

春休みは児童館へ行こう!!

プラネタリウムがおもしろい



■
家
庭
教
育
勉
強
会

３
月
1
2日
天
午
前
1
0時
～
正

午

会
場
市
民
会

館
　

テ
ー
マ
無

限
の

可

能
性
を
持

つ
子

ど
も

た
ち

費

用

無
料

圜
家

庭
教
育
研

究
会
・
加

藤
a
3
6
7

・
1
1
3
7

■
若
い
人
の
生
活
講
習
会

４
月
2
7日
～
1
2月
７
日

の
基
本

的
に
第

丁

三
土
曜
日

〔
全

十
五

回
〕
午
後
３
時
～
６

時

会

場
女

性
セ
ン

タ
ー
ゆ
う
ま

つ
ど
　

内
容

料
理

・
衣
服

の
手
入

れ
・
整
理
・

収
納

・
経
済

の
考
え
方

・
ス
テ
ン

シ
ル
な

ど
楽
し
く
実
習
　

菩
乕

二

万

七
千
円

（
材
料

費
・
テ
キ
ス
ト

代
を
含
む
）

圖
松
戸
友
の
会
・
藤
＃
a
3
6
3・
７

■
松
戸
村
立
雑
学
大
楽
「
趣

味

を

超

え

た

発

明

」

３
月
1
7日

収
午
後
２

時
～

３
時

3
0分

会

場
サ
ン
ヨ
ー
ホ
ー
ム
（
八

柱
駅
下

平
徒
歩
一
分

）
　

講
師
三

浦
忠
孝
氏

替
用

無
料

圖
金
本

（
サ
ン
ヨ

ー
ホ

ー
ム
内
）

登
3
8
6
・
０
９
い】り乙
Ｉ

野
田
市

■
生
涯
学
習
講
演
会
「
泉
ア

キ

の

ト

ー

キ

ン

グ

エ

ッ

セ

イ

」

３
月
９
日

出
午
後
１

時
～

３
時

会
場

欅
の
ホ
ー
ル
　

演
題
仕
事

も

遊

び
も
子

育
て
も
パ
ワ
ー
全
開
！

素
敵
に
生
き

る
秘

訣
教
え
ま

す

替
用

無
料

奈
手
話
通
訳

あ
り
ま
す

。

固
野
田

市
教
盲

営

貝
会

社
会

教
育

課

昔
叫
・
７
」１
２
５

・
1
１
1
1
1

■
千
葉
大
学
園
芸
学
部
学
生

に

よ

る

公

開

研

究

発

表

会

「

都

市

、

自

然

そ

し

て

園

芸

」

３
月
2
1囗

㈲
午
後

Ｏ
時
3
0分

～

５
時

龠
場

千
葉
大
学
園
芸

学
部

合
同

講
義
室

定
員
当
日
先
着
二

百
人
程
度
　

鷺

用
無
料

※
一
時
保
育

あ
り

（
３
月

Ｈ
日

丱

ま

で
に
、
電
話
で
申
し
込
み
）

瓢
千

葉
大
学
園
芸
学
部
教
務
係

昔

3
0
8
・
8
7
1
2

■
小
学
生
ロ
ボ
ッ
ト
セ
ミ
ナ

ー
i
n
柏

３
月
2
8日

水
～
3
0日

出

〔
全
三

回
〕
　

会

堋
芝
浦
工

業
大

学
柏
中

学

・
高
等
学

校

内

容
六
本
足

で

歩
く
ロ

ボ
ッ
ト

の
製
作
　

対
象
新

小
学
五

・
六
年
生
　

費
用

六
千
円

申
し
込
み
期
限
３
月
９
日

出

※
詳
細
は

お
問

い
合

わ
せ
を

獨
芝

浦
工

業
大
学
柏
中
学
・
高
等

学
校
事
務
局

・
高
橋

昔
叫
・
７
１

７
４

・
3
1
0
0

■
講
演
・
旅
の
ス
ケ
ッ
チ

３
月
８
日

窗
午
後
１
時
～
４
時

会
場
八
柱
市
民
セ
ン

タ
１
　

内

容

誰
で
も
描
け

る
旅
先

で
の
ス
ケ
ッ

チ
と
そ

の
体

験
談
　

費
用

無
料

固
淡

彩
画

会
ホ
ワ
イ
ト

ー
マ
ッ
ト

・
菊
地

昔
3
8
4
・
0
7
5
9

■
流
山
市
立
博
物
館
企
画
展

「

ち

ょ

つ

と

昔

の

暮

ら

し

」

３
月
1
7日

㈲
ま
で
（
月

曜
日
休

’

館
）
　

会
場

流
山
市
立
博

物
館

内

容
明
治
時
代

か
ら

の
懐
か
し

い

民
具

や
暮

ら
し

の
移

昨
才変
わ
り
を

示
し
た

パ
ネ
ル

を
展
示
　

務
乕

無

料圜
流
山
市
立
博
物
館

登
0
4・
７
１

５
９

・
3
4
3
4

■
平
井
美
佐
子
遺
作
展
～
木

霊

（
こ

だ

ま

）

～

３
月
８
囗

窗
～
1
1日

菲
午
前
1
0

時
～
午
後

５
時

会

場
市
民

プ
ラ

■
や
さ
し
い
吟
詠
初
心
者
無

料

講

習

会

①
ｙ
Ｊ
月

６
日

～
４

月
1
0日
の
毎

週
水
曜
日
午
前
1
0時
～
正
午
〔
全
六

回
〕
②
３
月
1
8日
～
４
月
2
2日

の

毎
週
月
曜

日
午
後
５

時
3
0分
～
６

時
3
0分

〔
４
月

８
囗
を
除
ぐ
全
五

回
〕
　
会

堋
①
常
盤
平
市
民
セ
ン
タ

ー
②

稔
台
市
民
セ

ン
タ
ー

内
容

漢
詩
等

の
基
本
的
な
吟
詠

の
勉
強

固
詩
吟
神
風

流
匡
風
会

こ
二
浦

登

3
6
7
・
7
7
5
6

■
詩
吟
の
無
料
講
習
会

①
３
月

９
日
～
４
月
刀
日

の
毎

週

土
曜
日

〔
３
月
3
0日
を
除
ぐ
、

全
七

回
〕

②
３
月
６
日
～
４
月
2
1

囗
の
毎
週
水
曜
日

〔
全
八
回
〕
午

前
1
0時
～
正

午

会
場

①
馬
橋
東

市
民

セ
ン
タ
ー
凧
茫（

実
市
民
セ

ン

タ
ー
　

内
晋
初
心

者
向
け

の
基
礎

的

な
漢
詩

・
短
歌

・
俳
句
現
代

詩

圜
新
价

尸
吟

道
会

・
大
沢

昔
3
4
5
・

■
油
絵
体
験
講
座

４
月

５
日

・
1
2日

・
1
9囗
の
各

金
曜
日

午
前
1
0時
～
正

午

会
場

稔
台
市
民

セ
ン

タ
ー
　

定
員
先
着

十
人
　

春
ｍ

竺

千
円

圃
電
話
で
稔

ア
ー
ト
・
奥

野

登
3
9
1

・
2
4
3
4

へ

ザ
　

茖
用

無
料

圖
我
孫
子
市
教
盲

妛
員
会
文
化

課

昔
0
4・
７

１
８

５

・
1
1
5
1

鎌

ケ

谷

市

■
イ
ー
ス
タ
ン
教
育
リ
ー
グ

（
日

本

ハ

ム

）

日

程

こ
烈
戰
相
手
３
月
５
口

㈹

＝
巨
人

、
６
日

水

＝
湘
南
、
９
日

出
＝
巨
人

、
1
3日
閑

＝
ロ
ッ
テ
、

1
7日

㈲
＝
ヤ
ク
ル
ト
、
2
1日

㈲
＝

西
武

、
2
4日

⑥
＝
巨
人

試
合
開

始

時
間

午
後
Ｏ

時
3
0分

会
場
日

本
（

ム
フ
ァ
イ

タ
ー

ズ
タ
ウ
ン

鎌

ケ
谷
　

鵞

吊
人
場

無
料

間
日
本
（

ム
フ
ァ
イ

タ
ー
ズ
タ
ウ

ン
鎌

ケ
谷

登
0
4
7
・
掲
・
5
5
8
6

［

］
ワ

ル

ツ

と

初

め

て

の

パ

ソ

講

習

会

３

月

７

日

～

４

月
2
5
日

の
毎

週

木

曜

日

〔
全

八

回

〕

午

後

７

時

～

９

時

会

場

柿

ノ

本

口
公

園

体

育

館
　

内

斧

社
交

ダ
ン

ス

ー
バ

リ

ェ

ー

シ
ョ

ン
　

対

象

初
級

・
中

級

の

人
　

費

用

八
千

円

固

ダ

ン

ス

サ

ー

ク

ル

い
ち

ご

・
長

峰

’一一
3
6
5
・
8
4
9
0

（
夜

問

の
み

）

■
ま
ち
づ
く
り
寺
子
屋
講
座

「

ス

テ

ン

ド

ー
グ

ラ

ス

」

３
月
1
8日

菲
午
後
１
時
～
４
時

会
場
松
戸
ま
ち
づ
く
旦

父
流
室
テ

ン
ト
小
屋
　

内

容
小
さ
な
花
の
壁

掛
け

定
員

先
着
十
二
人

春
用

三
千
六

自
五
十
円
（
材
料

費
ほ

か
）

匣
電
話

ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
松
戸

ま
ち

づ
く
彑

父
流
室
テ

ン
ト
小
屋

登
3
6
7
・
8
8
8
9

膈
3
6
7
・
8
8
2

7
へ

■
松
戸
市
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
ス

ポ

ー

ツ

少

年

団

会

員

①

４

月

～
ｎ
一
月

ま

で

の
毎

週

日

曜

日

（
８

月

を

除

ぐ

）

生

剛
８

時

～
1
0
時

②

４

月

～
1
5
年

３
月

ま

で

の
毎

週
日

曜

日

午

前

９

時

～
一１１Ｅ
時

会
場

①

金
ケ

作
公

園
庭

球

場

②
栗

ケ

沢
公

園

庭

球

場

対

象

小

学

一

～

六
年

生
　

曹
用

①

一
万

円

②

一

万

四

千
円

（
人

会

金

二

千

円

、

保

険

料

を

含

む

）

匣

３
月
2
3
日

田

〔
必

着

〕
ま

で

に

、

往

復
（

ガ
キ

に

住

所

・
氏

名

・
学

校

名

・
学

年

・
電

話

番

号

・
返

信

用

あ

て

名

を

記

入

し

て

、

①

〒
2
7
0

j
2
2
1
7

松

戸

市

五

香

西

四

の

匸

の

石
　

猪

野

か

祟

〔

’一一
3
8
8

・
0
2
6
7

（
夜

間

の
み

）
〕
②

〒

2
7
1
－
0
0
6
4

松

戸

市

上

本

郷

二

七

九

八
　

長

岡

鵆

訃

〔

’一一
3
6
4
・
8

5
4
3

（
夜

間

の

み

）
〕

へ

［

］
フ

ロ

ー

レ

ー
ジ

ュ

ニ

ア

テ

ニ

ス

ス

ポ

ー

ツ

少

年

団

４

月

～

‥１１
月

ま

で

の
毎

週

日

曜

日

午

前

８

時

～
1
0
時

龠
藻
釡

ヶ

■
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
i
n
Ｋ

Ｏ

Ｇ

Ａ

Ｎ

Ｅ

期日 時　間 講 座 名

3/23 圉

午前9時～正午 ①早春のビオトープの観察②自然つで素晴しい

午前10時～正午 はじめての手話　※

午後1時30分～3時30分 もつと知リたい現代史～なぜ続< ？パレスチナ紛争

24 ⑤

午前10時～正午 親の教育参加～開かれた学校を訪ねて

午後1時30分～3 時
30 分

アジアの人と交流しよう～日本に一番近い
外国・韓国つでどんな国？

会場小金高校　費用無料

匣当日会場で( ※｢はじめての手話｣ は3月15日働〔必着〕までに 往復

ハガ十に住所・氏名・電話番号・講座名を記入して、〒2?O－0032 松戸

市新松戸北2-14-1　 小金高校オープンスクール実行委員会へ

固小金高校オープンスクール実行委員会･小山f13∠15－1859( 夜圜のみ)

作
公

園
庭
球
場

対
象
小
学
三

～

六
年

生
　

費
用
一
万

六
千
円

（
少

年
団

登
録

、
保
険
料
を
含
む
）

圃
３
月
1
5日

吻
〔
必
着
〕
ま
で
に

、

（

ガ
キ
に
住
所

・
氏
名

・
電
話
番

号

・
学
校
名

・
新
学
年
を
記
入
し

て
、
干
2
7
0
－
2
2
6
1

松
戸
市

常

盤
平

一
の
二
六
の
一
の
六
一
〇

フ
ロ
ー
レ

・
ジ
ュ
ニ

ア
テ

ニ
ス
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団

・
谷
貞
次

（
昔
．副

3
8
5
・
9
3
4
2

）
　へ

■
み
ど
り
の
日
チ
ャ
リ
テ
ィ

ー

テ

ニ

ス

大

会

４

月
2
9
日

㈲

〔
予

備

日

５
月

１９一

日

凹
　

会

場

松

戸

テ

ニ

ス

ク

ラ

ブ
　

内

容

ミ

ッ

ク

ス

ダ
ブ

ル

ス

の

り
Ｉ

グ
戦
　

対

象

テ

ニ
ス

を

職

業

と

し

な

い
人

（
過

去

三

年

間

、

イ

ン

カ

レ

・
国

体

参

加

者

、
Ｊ

Ｐ
Ｏ

保

持

者

は

ご
遠

慮

ぐ

だ

さ

い
）

定

員

无

着

八

十

組
　

費

用

一

組

六

千
円
を
参
加
費
は
、

緲

緑
化
基
金
に

寄

付
し
ま
す

。

圃
電
話

で
松
戸

テ

ニ
ス
ク
ラ

ブ
登
3
6
2

・
3
0
4
7

へ

■
初
心
者
弓
道
教
室

４
月
６
日

・
1
3日

・
2
0口

・
2
7

日
、
５
月
Ｈ
日

・
1
8日
各
土
曜
日

午
後
１
時
～
３
時
、
４
月
1
4日

・

2
9日
、
５
月
1
2日

・
1
9日
各
日
曜

日
、
祝
日

午
前
1
0時
土

止
午
〔
全
卜

回
〕
　

会
場
運
動
公

園
弓

道
場

対
象

六
十
歳
ま
で
の
成
人

定
員

先
着
二
十
人
　

費
用
一
回
二
百
十

円

へ
施
設
使
用
料
）

■
山
ス
キ
ー
教
室

３
月
3
0囗

圉
午
後
８
時
伊
勢
丹

松
戸
豈

圍
集
合
、
3
1日

㈲
午
後
８

時
帰
着
実

疋

会
場
新
潟
県
神
楽

峰

（
み

つ
ま
た

ス
キ

ー
場
よ
り
）

対
象

咼
校
生
以
上

宿
泊
み

つ
ま

た

ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
仮
眠
所

定
員

先
着
三
十
人
　

杤
乕

一
万

二
千
円

（
交
通
費
、
ロ
ー
プ
ウ
エ
ー
・
リ
フ

ト
代
、
保
険
料
を
含
む
）

圖
松

戸
市
山
岳

協
会
・
高
橋

昔
3
6
2

・
1
8
0
0

（
日
曜
日
、
祝
日
を

除
ぐ
午
前
９
時
～
午
後
６
時
）

お
知
ら
せ

口
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
教
室
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
講
師
・
ア
シ
ス
タ
ン
ト
を
募
集

健
康
福
祉
会
館
障
害
者

福
祉

セ

ン
タ
ー
で
は
、
障
害
者
を
対
象

と

し

た

デ
イ
サ

ー
ビ
ス
と
し

て
創

作

活
動
や
社
会
適
応
訓

練
な

ど
の
教

室
を
開
催
し
て

い
ま
す

。

現
在
次
の
教
室
を

お
手
伝

い
し

て
く

れ
る
人
を
慕
集
し
て

い
ま
す

。

①

水
彩
画

②

油
絵

⑤

社
交

ダ
ン

ス
①
ゆ
び
編
み
　

募

集
人
数

講
師

＝
①

～
③

各
一
人
、
ア
シ
ス
タ
ン

ト
＝
①
～

①
各
数
人

日

時
①
第

一
丁

四
月
曜
日
午
後
２
時
～
４

時

②

心
相
談

㈲
第
二

・
四
木
曜
日
午

後
２
時
～
４
時

①
第

丁

三
金
曜

日
午
後
２
時
～

４
時

会
場
ふ

れ

あ

い
2
2（
健
康
福
祉
会
館
、
松
戸

市
五
香
西
三

の
七

の
一
　

五
香
消

防
署
と
な
り
）

※
詳
細
は
お
問

い
合

わ
せ
を

鬩
健
康
福
祉
会
館

障
害

者
福

祉
セ

ン

タ
１

昔
3
8
3
・
7
1
1
1

■
財
光
奨
学
会
の
奨
学
生
を

募

集対
象

勉
学
の
志

が
あ
り
、
経
済

的
な
理
由
で
進
学

が
困
難

な
県
内

在
住

の
高
校
生

・
大
学
生
　

支

給

月
鱚

咼
校
生

＝
一
万
五
千
円

、
大

学
生

＝
二
万
円
（
返

済
不

要
）
　
募

集

人
数
高
校
生

＝
四
人
、
大
学
生

＝
四
人
　

受
以

期
限
３
月
3
0囗
出

回
㈱
光
奨
学
会
（
イ

ワ
ブ
チ
㈱
内

）

昔
3
6
8
・
り乙
り
乙
り乙ｎ
乙

■
青
少
年
会
館
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機

器
操
作
講
習
会

３
月
1
0囗

⑥
壬

削
1
0時
～
正

午

会
場

青
少
年

会
館
樋

野
口

分
館

対
象

十
六
歳
以
上

の
人
　

持
ち
物

運
動

着
・
上
履
き
　

春
雨

無
料

圃
当
日
会
場

で

圖
青
少
年
会
館

登
3
4
4
・
8
5
5
6

スポーツ教室

教　室　名 日　時 会　場 費用 問い合わせ先

グラウンド・ゴルフ教室
3/9圉 午前9

時～正午

八ヶ畸第二

小学校校庭 費用

百
円

（保

険
料
）

体育指導委員・泉

登3∠に3-99ﾜ9

グラウンド・ゴルフ教室
3/17(1日)午前

9時～正午

新松戸北小

学校校庭

体育指導委員・松本

Q341 ―8820

ファミリースポーツ教室

(ファミリーバドミント

ン､ソフトバレーボール)

3/17 ⑤午前

9眄～正午

新松戸西小

学校体育館

体育指導委員・吉沢

公3∠図－∠囗23

圃当日会場で

■
松
戸
市
長
選
挙
公
開
討
論

会

実

行

委

員

を

募

集

６
月
2
3囗

㈲
に
実
施
予

定
の
松

戸
市

長
選
挙
を
控
え
、
公
開
討
論

会
実
行

妛
員
会
設
立
に
向
け
た
準

備
会

を
発
足
し
ま
し
た
。

こ

の
討
心
臾
匹
は
、
中
立

・
公
正

な
リ
ン
カ
ー
ン
方
式
で
行

い
、
討

論
の
形

式
や
テ
ー

マ
な
ど
は
、
今

後
、
実
行

青

貝
会
で
企
画
し
ま
す

。

今
回
は
、
松
戸
青
年
会
議
所

が

準
備
会
に
参
加
し
て

い
ま
す

が
、

よ
り
多
く
の
市
民

の
人
た
ち

の
参

加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

公

開

翦

豌
会
開
催
予
定
日

６
月

1
4日
原
　

時
間
夕
刻

（
時
間
は
未

定
）
　

会
場
市
民

劇
場

匣

３
月
1
5日

圏
ま

で
に
、
電
話
ま

た
は
フ
ァ
ク
ス
で
浅
井

公
「
剔
誣
・

3
6
0
1

へ

講
座
・
講
演

ぶらっ

と東葛

期日 内　容 講 師

3/12 固
子どもたちの、現在（バ
ーチャルな世界の子ども

たち）

早稲田大学教授・

朝倉征夫氏

19㈹ 子どもの遊びを考える IPA ・嶋村仁志氏

26㈹
子どもが暴力から自分を

守るためのプログラム
こ心ことはＣＡ Ｐ今 日和

■
社
交
ダ
ン
ス
初
級
講
習
会

３
月
６
日
～
４
月
2
9囗
の
毎
週

①
月
曜
日
②
永
曜
日
③
木
曜
日
正

午
～
午
後
１
時
①
日
曜
日
午
後
６

時
～
７
時
〔
各
全
八
回
〕
　
会
場

①
貿
回
目
少
年
会
館
④
勤
労
会
館

内
寄
初
級
ダ
ン
ス
の
基
本
を
繰
り

返
し
練
習
　
費
用
一
回
五
百
円

圖
ニ
ュ
ー
ダ
ン
シ
ン
グ
サ
ー
ク
ル

・
佐
々
木
登
3
6
2
・
7
7
6
6

■
地
域
教
育
セ
ミ
ナ
ー
「
子
ど

も
た
ち
の
危
機
を
ど
う

ず
る
」

胯間午前10E時～正午　会場女性センターゆう

まつど　定員先着30 人　費用無料

※保育あり（2歳以上，おやつ代200 円程度）

圃電話で青少年会館fi344 ―8556 へ

ス
ポ
ー
ツ

里
齟
接
ま
た

は
電
話
で
ス

ポ
ー
ツ
課
昔

3
6
3
・
9
2
4

1
へ

流
山
市

我
孫
子
市



小
さ
な
ラ
ン
ド
セ
ル
に

文
を
受
け

た
こ

と
が
あ
る
。
そ

の

夫
婦
は
で

き
あ
が
っ
た
ラ
ン
ド
セ

ル
を
仏
壇
に

供
え

、
息
子
だ
と
思

っ
て

毎
日

手

を
あ

わ
せ

て

い
る
、

と
話
し
て
く

れ
た
。「
ラ
ン

ド
セ

ル

つ
て

い
う

の
は
た
だ
の
か

ば
ん
じ

ゃ
な

い
。
持
ち
主

の

い
ろ
ん
な
思

い
出

が
詰

ま
っ
て
る
ん
で
す
。
そ

の
思

い
出

を
残
す
手

伝

い
が
で
き

れ

ば
」
と
小
林

さ
ん
は
語

る
。

小
林

さ
ん
の
も
と
に
は
全
国

か

ら

ミ
ニ
ラ
ン
ド
セ
ル
の
注
文

が
入

る
。
妻

の
泰
子

さ
ん
は
遠
方

か
ら

の
注
文

に
は
手

紙
を
添
え
て
、
完

成
品
を

送
っ
て

い
る
。
そ
う

い
っ

た
人

か
ら
年

賀
状
や
暑
中
見
舞

い

が
届
く
こ

と
も
。
小
さ
な

ラ
ン
ド

セ

ル

は
、
小

林

さ
ん
夫

妻
に

も

、

多
く

の
思

い
出
を
も
た
ら
し
て
く

れ
て

い
る
。

「
職
人

は
頑
固
と

い
う
イ

メ
ー

ジ
が
あ
る
け
ど
小
林
さ

ん
に
は
あ

て
は
ま
ら
な

い
、

つ
て

い
わ
れ
る

ん
で
す
よ
」
そ
ん
な
気
さ
く

な
人

柄

に
ひ
か
れ
て
店
に
来

る
人

も
多

い
。
修
理
を
頼
み
に
き
て

、
そ

の

常
盤
平
で

革
製

か
ば
ん
の
受
注

製
造
と
修
理

の
店

を
営
む
小
林
荘

三

さ
ん
は
、
六

十
二
年

の
キ
ャ
リ

ア
を
持

つ
か
ば
ん
職
人

だ
。

十

四

歳
で

こ

の

世

界

に
入

り

、
主

に

ラ

ン

ド

セ

ル

を

専

門

に
手

掛

け

て

き

た

。
二

十

六

歳

の
時

に

独

立

、

妻

の
泰

子

さ

ん

と
二

人

で
店

を

切

除（
盛

り

し

て

い
る

。

小

林

さ

ん

の

自

信

作

は

、
児

童

用

の

ラ

ン

ド

セ

ル

を

ほ

ぽ

本

物

同

様

に

ミ

ニ
チ

ュ

ア

化

し

た
「
ミ

ニ
ラ

ン
ド
セ
ル
」
。
お
客

さ

ん
に
勧
め
ら
れ
た
こ
と
が
き

っ
か

け

で
、
十
年

ほ
ど
前
か
ら
作
り
始

め
た
。
持
ち
込
ま
れ
た
古

い
ラ

ン

圜みどりと花の課登366 ―7378

シリーズ第15回の紹介は高塚新田・高橋

さん宅の「モチノキ」です。

モチノキは本州（宮城・山形県以西）、四

国 、九州、沖縄に分布し 、常緑高本で大き

いものは高さ25m くらいになります。

葉は、長さ4 ～9cm の栢円形で、八月ごろ

に 、白い小さな花を密につけ 、赤く熟した

果実は肌烏がよ＜食べます。

用途としては主に庭木として用いられて

います。

高橋さん宅の「モチノキ」は、樹高約1ﾜ

ｍ、幹周り約1.6m で、刈り込みなどの人の

手を入れていないことから 、自然の樹形が

保たれています。

樹齢は300 年＜らいではないかとのこと

です。また、敷地内には 、在来の甘柿の中

では古いといわれている柿の木の古木をは

じめ 、ヒヨクヒバ（イトヒバ）、ケヤ半、

ツゲなど多＜の保護樹木があり、緑豊かな

高塚新田地区の風景に溶けこんでいます。

2種類のミニランドセル(左は妻の泰子さん)

ま

ま
一
時
間
も
世
間
話
を
し
て

い

く
人

も
い
る
。
基
本
的
に
は
正
月

を

除

い
て
休

み
は
な
く
、
朝
か
ら

晩
ま
で
仕
事
場
に
こ
も
り
き
り

の

日
も
多
い
が
、「
店
か
ら
一
歩
も
出

な
く
て
も
、
お
客
さ
ん
の
お
か

げ

で
世
間
の
こ
と
は
な
ん
で
も
わ

か

り

ま
す
よ
」
と
笑
う
。

そ
ん
な
小
林
さ
ん

の
愛
情
と
誇

り

が
込
め
ら
れ
た
小
さ
な

ラ
ン

ド

セ
ル
は
、
今
日
も
た
く
さ

ん
の
人

に
思

い
出
を
届
け
て

い
る
。

人
れ

や
、

た
ば

こ
入

れ
に
買

い

求

め
て
い
く
人

も
。
内

部
の
仕

切
り

が
二

段
に

な

っ
て
い
る
な

ど
、

細
か

い
と

こ

ろ
ま
で
凝
っ

て
い
る
。
も
ち

ろ
ん
す
べ
て
手

作
疔
分

手

間
の

か
か
る
作

業
の

連
続
だ
が
、
こ

の
仕

事
は
小
林

さ

ん
に
と
っ
て
、
も

っ
と
も

や
り

が
い
の
あ
る
も
の
だ
。

小

学
生
の
息
子

を
已
く
し

た
夫

婦

か
ら
、
ミ
ニ
ラ
ン

ド
セ
ル

の
注

（
常

盤

平

柳

町

在

住
）

回森 のホール21a384 ―  5050

U R L　http:// ｗｗｗ.morinohall21. ｃｏｍ
森のホール21

4月2日脚 から文化会館（森のホール21 ）の一部の施設の予約について、受

付方法が下表のとおり変更となります。

宍 変更後

①利用希望日の3ヵ月前の月の初日に来

館し、受け付け

例:利用希望が9月の場合は､6 月1日が受

付日

①利用希望日の4ヵ月前の月の初日から

19日（休館日の場合はその前日）までの

間に予約申請

例：利用希望が9月の場合は、5月1日～5

月19日

②抽選により利用者を決定
②20 日または21 日にコンピュータによ

る自動抽選

③抽選日当日を含めて8日以内に本予約
③22 日から月末までの間に、抽選結果を

確認し本予約

④抽選終了後、空いている施設について
は、月の2日目以降、先着順に利用希望日

の前日まで予約を受け付け

④当選者の本予約確定後（利用希望月の
3ヵ月前の月の初日から）、空いている施

設については、先着順に利用希望日の前

FIまで予約を受け付け

対象施設…大会議室、中会議室、小会議室1 ・2 、和室、リハーサル室1 ・2 、

音楽練習室1 ・2

予約・結果確認方法…直接来館、電話（予約専用S384  -  7730) 、インター

ネット

ミニランドセルの製作を手掛ける※来館・電話予約は休館日を餘＜午前10 時から午後5時まで

利用資格…どなたでも可能ですが、電話予約およびインターネット予約の利

用は、利用者登録が必要です。

※利用者登録、受付方法などの詳細についてはお問い合わせください。

休館日…月曜日（ただし 、祝日・休日の場合は開館し翌日休館）

世界平和都市宣言事業森のホール21チケットガイド
～春休み親子平和人形劇～

圈森のホール21チケットセンター25384 ―3331 (午前10時～午後ﾜ時 月B劃木館)

ULR　htt ｐ://ｗｗｗ.morinohall21. ｃｏｍ

日時…3 月23 日出午後2 時～3 時30 分

会場…市民劇場

内容…人形劇「てぶくろ」、アニメー

ション「まほうつかいのノナばあさ

ん」ほか

定員…当日先着260 人（事前の申し

込みは不要）

費用…無料

※当日、会場で平和図書の貸し出し

期日 内　容 会場 開演時間 料 金

3/24
臼

歌舞伎フォーラム｢かぶきはともだち｣

歌舞伎の衣装や仕掛け、約束事などを歌舞伎

役者自身がやさしく解説

｢義士外伝　大石東下り｣汀蓮如上人吉崎御坊

肉付の面｣丁歌舞伎の大道具｣

小ホ
ー

ル

午後八時★

全席指定3,000円
学生　　1,500円

ぴあ ・ロ ーソ
ン・ｅ＋

4/27
㈹

トルヴェール・クっルテット

結成15 周年記念公演

須川展也を中心に幅広＜活躍するサクソフォ

ン・クっルテット｡クラシックからポピュラーま

で多彩な内容

ヴィヴアルディ／「四季」より 、ビゼー/カルメ

ン・ラプソディー、ロジャース/My　 卜avorite

Things ほか

大ホ
ー

ル

午後2時★

全席指定:4,ooo円

学生　　2,000円

ぴあ ・ロ ーソ
ン・ＣＮ・ｅ＋

5/22
㈲

森のサロンコンサート山本佑ノ介のおしゃべり

クラシック「ファンタジックチェロ」

お茶と季節のオリジナルケーキを楽しみなが

らのコンサート

エルガー/「愛のあいさつ」､クライスラー/「愛

の豈び卜 「愛の悲しみ| ほか

レ

セ

プ

シ
ョ

ン

ポ

ー

ル

午後2時

全席自由3,500円

ぴあ

｢衛生会館所在…竹ヶ花45 の53｣

◆テレホン案内サービス

〔当日の医療機関(待機病院、休日在宅

当直医､ 夜間急病診療所､休日土曜日夜

間歯科診療所等)を案内しています〕

……昔366 －0010
平日 午後4 時30 分～翌日午前9 時

休日と土曜 午前9時～翌日午前９時

を行います。利用される人は 、図

書カードをお持ちください。

固総務企画本部総務課Q366-｢ｱ305

※会場は、いずれも森のホール21 です。

※★印には、託児サービス（有料・予約制）があります。
詳細はお問い合わせください。

※学生割引は、森のホール21 チケットセンターのみ取り扱います。

◆夜間急病診療所……0368-3756
衛生会館内　毎日午後8㈲～11時
◆休日土曜日夜間歯科診療所

……登365-3430

衛生会館内　午後８時～11 時

巨樹と古木をたずねて

小林　荘三さん

救急医療体制

シリーズ第15 回　モチノキ

職
人
の
誇
り
と
愛
情
を
注
ぐ

ド
セ
ル
を
も
と
に
作
っ
て

い
る
が
、

新
品
の
牛
革
で
作

る
こ

と
も
で
き

る
。
「
小
学

校
時
代

の
思

い
出
に
」

と
注
文
す

る
人

が
多

い
が
、
名
刺

施設予約の受付方法が変わります

健康保険証をお忘れなく


